
本
校
独
自
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
」
の
実
践 

山
梨
県
立
農
林
高
等
学
校 

校
長 

山
中 

泉 

 

「
私
た
ち
は
、
な
ぜ
学
習
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
全
校
集
会
で
話
し
た
内
容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
解
説
者
の

池
上
彰
氏
の
リ
ポ
ー
ト
番
組
が
印
象
に
残
り
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
貧
し
い
ス
ラ
ム
街
で
あ
る
少
年
が
起
こ
し
た
奇
跡
の
出
来
事
を
リ
ポ
ー

ト
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
地
域
の
子
供
た
ち
は
、
毎
日
の
食
べ
る
こ
と
で
精
一
杯
で
、

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
簡
単
な
雑
用
程
度
の
働
く
こ
と
が
当
た
り
前
の
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、

学
校
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
さ
え
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
少
年
達
は
、
学
力
が

身
に
つ
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
正
規
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

ギ
ャ
ン
グ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
現
状
の
中
、
一
人
の
少
年

が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。
幸
い
こ
の
少
年
は
、
学
校
に
何
と
か
行
け
る
境
遇
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
周
囲
の
少
年
か
ら
、
や
っ
か
み
か
ら
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
何
と
か
復

讐
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
復
讐
と
は
ど
ん
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 

い
じ
め
た
少
年
た
ち
に
、
仕
返
し
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

い
い

え
、
彼
は
ギ
ャ
ン
グ
を
な
く
す
こ
と
で
復
讐
を
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
の
方
法
が

素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
友
人
と
リ
ヤ
カ
ー
に
自
分
達
の
使
っ
た
教
科
書
を
積
ん
で
、
ス
ラ

ム
街
に
出
か
け
、
子
供
た
ち
に
勉
強
を
教
え
に
行
動
を
始
め
た
の
で
す
。
平
日
は
無
理
で

す
か
ら
、
土
曜
日
の
３
時
間
を
使
い
、
簡
単
な
文
字
や
計
算
の
教
室
を
開
設
し
た
の
で
す
。

最
初
は
正
解
す
る
と
、
お
菓
子
で
子
供
た
ち
を
引
き
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
勉

強
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
た
子
供
た
ち
は
、
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
約
１
０
年
経
過
し
た
現
在
で
は
世
界
中
に
同
じ
よ
う
な
活
動
が
広
ま
っ
て
い
る
と
い

う
リ
ポ
ー
ト
内
容
で
し
た
。
な
ぜ
、
子
供
た
ち
に
勉
強
を
教
え
る
こ
と
で
、
ギ
ャ
ン
グ
が

な
く
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
教
育
を
受
け
れ
ば
、
知
識
と
礼
儀
が
身
に
つ
き
、

し
っ
か
り
し
た
仕
事
に
就
け
る
こ
と
が
で
き
、
ギ
ャ
ン
グ
に
な
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
、
あ
る
少
年
は
自
分
で
考
え
・
行
動
し
た
の
で
す
。
こ
の
運
動
は
多
く

の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
世
界
中
に
活
動
の
輪
が
広
が
っ
た
の
で
す
。
日
本
に
は
、
教
育

を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
子
供
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
が
、
世
界
に
は
基
本
的
な
教
育
機

関
に
い
け
な
い
子
供
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
今
い
る
自
分
た
ち

の
置
か
れ
た
現
状
は
、
大
変
恵
ま
れ
て
お
り
、
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
昨
年
の
山
梨
県
の
高
校
生
の
就
職
率
は
、
９
８
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
、
基
礎
学
力
と
あ
い
さ
つ
な
ど
礼
儀
が
身
に
つ
い
て

い
れ
ば
、
し
っ
か
り
し
た
仕
事
に
就
け
る
可
能
性
が
と
て
も
高
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
仕
事
に
つ
い
て
、
基
礎
学
力
が
な
い
と
仕
事
の
会
話
に
つ
い
て
行
け
な
い
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
自
分
に
不
利
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仕
事
が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
事
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
校
に
い
る
間
に
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
基
礎
学
力
を
上
げ
る
こ
と
が
、
自
分
の
将
来
の

た
め
に
い
か
に
大
切
か
を
実
感
す
る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
話
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
開
始

し
た
本
校
独
自
の
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
』
は
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
、
中
学
校
の
数
学
と

英
語
を
中
心
に
基
礎
学
力
の
学
び
直
し
が
目
的
で
す
。
今
年
度
は
全
教
職
員
先
生
方
の
協

力
で
全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
日
ま
で
で
き 

な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日
は
わ
か
る
よ
う
に
な
る
・
・
こ 

の
楽
し
さ
が
ス
ポ
ー
ツ
と
同
様
に
勉
強
で
も
味
わ
え
る
ま 

で
持
続
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
金
曜 

日
の
放
課
後
に
は
「
学
び
の
時
間
」
を
設
定
し
、
わ
か
ら 

な
い
生
徒
に
わ
か
る
生
徒
が
教
え
合
う
時
間
を
有
効
に
利 

用
し
て
、
ク
ラ
ス
作
り
の
一
環
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
企 

画
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
３
年
生
を
対
象
に
面 

接
・
論
文
指
導
も
全
教
職
員
に
よ
る
体
制
作
り
も
進
路
係 

を
中
心
に
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
１
・
２
年
生 

の
学
び
直
し
の
時
間
作
り
の
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
』
か
ら
、 

３
年
生
対
象
の
面
接
論
文
指
導
ま
で
全
教
職
員
一
致
協
力 

し
て
開
始
し
て
い
ま
す
。
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
る
本 

校
の
今
年
度
の
教
育
実
践
成
果
を
期
待
し
て
下
さ
い
。 

田
植
え
祭
り 

「
一
年
生
一
五
五
名
が
田
植
え
体
験
」 

六
月
三
日
（
火
）
農
場
の
大
き
な
行
事
の 

一
つ
で
あ
る
田
植
え
祭
り
が
実
施
さ
れ
ま
し 

た
。
神
農
神
社
に
は
、
山
中
校
長
先
生
・
農 

業
ク
ラ
ブ
会
長
・
生
徒
会
長
・
一
年
生
各
Ｈ 

Ｒ
長
が
、
田
植
え
の
安
全
と
豊
作
を
祈
願
す 

る
「
早
苗
」
を
奉
納
し
ま
し
た
。
午
後
、
一 

年
生
百
五
十
五
名
が
田
植
え
体
験
を
行
い
、 

保
護
者
も
見
学
に
来
校
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

生
徒
に
は
田
植
え
を
と
お
し
て
、
「
米
」 

の
生
産
へ
の
意
識
を
高
め
、
「
食
」
の
大
切 

さ
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

田
植
え
終
了
後
、
「
黎
明
米
（ 

コ
シ
ヒ
カ
リ
）
」
の
お
に
ぎ
り
と
食 

品
科
学
科
製
造
の
ネ
ク
タ
ー
で
会
食 

を
し
ま
し
た
。
本
校
の
水
田
で
は
、 

地
下
水
を
利
用
し
た
水
稲
（
イ
ネ
） 

栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、
恵
ま
れ
た 

環
境
で
安
全
な
お
米
が
育
て
ら
れ
て 

い
ま
す
。
十
一
月
八
日
（
土
）
の
第 

四
十
九
回
収
穫
感
謝
祭
で
新
米
を
販 

売
し
ま
す
。
米
の
品
種
は
、
「
コ
シ 

ヒ
カ
リ
」
と
「
コ
ガ
ネ
モ
チ
」
で
す
。 

新
米
を
味
わ
え
る
よ
う
準
備
し
ま 

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

「プ
レ
ゼ
ン
ト
ツ
リ
ー
の
森
」 

植
樹
祭
に
参
加
し
て 

五
月
十
八
日
に
甲
斐
市
上
芦
沢
平
見
城
で
行
わ
れ
た
、
甲
斐
市
、
中
央
森

林
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
（
東
京
）
合
同
主
催

の
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ツ
リ
ー
の
森
」
植
樹
祭
に
森
林
科
学
科
二
年
生
八
名
、
三

年
生
十
名
、
団
長
・
深
澤
教
頭
、
引
率
教
諭
二
名
の
計
二
十
一
名
で
参
加
し

ま
し
た
。
同
研
究
所
は
「
親
し
い
人
へ
の
贈
り
物
」
と
し
て
一
般
の
方
々
か

ら
苗
木
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
山
林
に
植
え
る
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ツ

リ
ー
」
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

甲
斐
市
は
五
月
に
同
研
究
所
と
協
定
を 

締
結
、
住
民
の
高
齢
化
な
ど
で
荒
廃
の
進 

む
山
林
約
４
ｈ
ａ
の
山
地
に
同
研
究
所
が 

準
備
し
た
ク
リ
と
ケ
ヤ
キ
の
苗
木
二
千
七 

百
本
を
順
次
植
林
し
て
、
中
央
森
林
組
合 

が
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
初
年
度
と
し
て
約
２
ｈ
ａ
の
山 

地
に
ク
リ
と
ケ
ヤ
キ
の
苗
木
約
千
本
を
植 

え
ま
し
た
。
本
校
生
徒
は
過
日
の
校
内
防 

火
樹
植
林
作
業
で
得
た
経
験
を
生
か
し
、 

参
加
生
徒
全
員
の
効
率
的
な
作
業
と
真
剣 

な
植
林
作
業
態
度
は
、
一
般
の
参
加
者
か 

ら
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

第
四
回
「
花
曇
」
ふ
る
さ
と
俳
句
大
会 

～
「先
人
に
学
ぶ
」事
業
か
ら
～ 

 

 

「
花
曇
」
ふ
る
さ
と
俳
句
大
会
は
、
本
校
出
身
の
俳
人
で
あ
る
福
田
甲
子
男

氏
の
没
後
、
先
生
の
功
績
を
偲
ん
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
校
で
は
昨

年
度
か
ら
「
先
人
に
学
ぶ
」
事
業
の
一
環
と
し
て
生
徒
が
投
句
す
る
形
で
参
加

し
て
い
ま
す
。
今
年
で
四
回
目
と
な
る
大 

会
は
五
月
十
八
日
、
桃
源
文
化
会
館
に
お 

い
て
開
催
さ
れ
、
約
五
百
句
に
及
ぶ
本
校 

生
徒
作
品
の
中
か
ら
、
特
選
三
句
、
秀
作 

十
句
、
入
選
三
十
七
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

当
日
の
表
彰
式
に
は
本
校
か
ら
八
名
の 

生
徒
が
出
席
し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
特 

選
及
び
秀
作
の
句
に
つ
い
て
は
大
会
実
行 

委
員
の
加
藤
勝
氏
に
よ
る
講
評
が
行
わ
れ
、 

高
校
生
の
若
い
感
性
と
表
現
力
が
評
価
さ 

れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
と
入
賞
者
は
次
の 

と
お
り
で
す
。 

 

特 

選 

図
書
館
の
窓
か
ら
見
え
る
桜
か
な 

 
 

 
 

 

三
年 

初
鹿
雄
大 

高
校
の
最
後
の
春
と
な
り
に
け
り 

 
 

 
 

 

三
年 

山
本
佳
祐 

春
ゆ
く
よ
足
も
と
に
あ
る
石
こ
ろ
も 

 
 

 

一
年 

山
本
亜
美 

秀 

作 
 

新
学
期
だ
れ
も
が
一
期
一
会
か
な 

 
 

 
 

三
年 

五
味
良
太 

黄
金
の
魂
は
今
真
夏
空 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
年 

曽
根
利
明 

芝
桜
富
士
が
引
き
立
つ
湖
の
い
ろ 

 
 

 
 

三
年 

畠
山
優
花 

夏
の
山
木
陰
に
さ
さ
る
日
の
ひ
か
り 

 
 

 

二
年 

三
神
大
樹 

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
が
ア
フ
ロ
お
し
ゃ
れ
だ
な 

二
年 

河
西
美
月 

か
た
つ
む
り
歩
き
だ
し
た
ら
雨
が
降
る 

 
 

二
年 

大
石
光
冶 

農
林
高
校
種
蒔
き
の
時
や
っ
て
く
る 

 
 

 

二
年 

中
込
成
美 

真
黒
な
雨
雲
が
来
て
梅
雨
が
く
る 

 
 

 
 

一
年 

石
原 

圭 

春
風
に
人
の
集
ま
る
始
発
駅 

 
 

 
 

 
 

一
年 

三
井
大
輔 

新
し
き
制
服
を
着
て
一
学
期 

 
 

 
 

 
 

一
年 

網
倉 

楓 

 

農  林  高  校  新  聞 
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第
６
４
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

第
６
４
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
５
月
７
日
～
５
月
９
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、
農
林
高
校

各
部
と
も
持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
ま
し
た
。
保
護
者
並
び
に
関
係
各
位
に
お
き
ま
し
て
は
、
期
間

中
の
応
援
を
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。
各
部
の
試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
レ
ス
リ
ン
グ
部
・
陸
上
部
で

全
国
高
校
総
体
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

陸

上

部  

▽
８
０
０
㍍
「
８
位
」
２
分
０
１
秒
２
１
諏
訪
寛
太
（
３
Ｅ
）
▽
１
５
０
０
㍍
「６
位
」
４
分
０
４
秒
１
１
諏
訪
寛
太
（３

Ｅ
）
、
「
７
位
」
４
分
０
４
秒
１
６
五
味
翔
太
（
３
Ｆ
）▽
５
０
０
０
㍍
「５
位
」
１
５
分
３
８
秒
９
１
五
味
翔
太
（
３
Ｆ
）、

「
８
位
」
１
５
分
５
７
秒
２
３
笠
井
駿
（３
Ｓ
）▽
３
０
０
０
㍍
Ｓ
Ｃ
「７
位
」９
分
５
４
秒
４
８
笠
井
虎
壱
（
１
年
５
組
）

▽
５
０
０
０
㍍
Ｗ
「
７
位
」
３
１
分
１
５
秒
８
０
郡
泰
良
（２
Ｈ
）▽
砲
丸
投
げ
「７
位
」１
１
㍍
２
６
㎝
平
田
巧
（
３
Ｆ
）

▽
円
盤
投
げ
「
３
位
」
３
５
㍍
１
２
㎝
栄
野
比
ホ
セ
（２
Ｆ
）▽
ハ
ン
マ
ー
投
げ
「優
勝
」４
６
㍍
８
５
㎝
栄
野
比
ホ
セ
（２

Ｆ
）
、
「
３
位
」３
９
㍍
８
０
㎝
三
神
大
樹
（２
Ｇ
） 

 

レ

ス

リ

ン

グ

部  

▽
団
体
戦
（
決
勝
）韮
崎
工 

５
対
２ 

農
林 

※
負
け
「準
優
勝
」 

【
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
】
▽
５
０
㎏
級
「優
勝
」小
山
涼
平
（３
Ｆ
）、
「
２
位
」高
橋
三
四
郎
（２
Ｆ
）▽
５
５
㎏
級
「３
位
」河

野
優
也
（
３
Ｅ
）
、
「
６
位
」
前
田
祐
希
（３
Ｅ
）、
「５
位
」神
田
優
人
（１
年
１
組
）、
「９
位
」小
山
晃
平
（１
年
２
組
）▽

６
０
㎏
級
「
優
勝
」
倉
金
幸
輝
（
３
Ｇ
）、
「
７
位
」
長
田
圭
太
（
２
Ｇ
）、
「
３
位
」
田
口
学
容
（
１
年
２
組
）
▽
６
６
㎏
級

「
３
位
」
上
野
健
太
（
３
Ｇ
）
、
「４
位
」豊
田
勝
弘
（２
Ｇ
）、
「７
位
」功
刀
卓
臣
（１
年
２
組
）▽
７
４
㎏
級
「２
位
」雨
宮

元
輝
（
３
Ｆ
）、
「
５
位
」
山
本
丈
介
（１
年
２
組
）、
「７
位
」飯
久
保
翔
太
（１
年
１
組
） 

【
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
】
▽
５
０
㎏
級
「
優
勝
」
高
橋
三
四
郎
（２
Ｆ
）
、
「
６
位
」
小
山
涼
平
（３
Ｆ
）
▽
５
５
㎏
級

「
４
位
」
神
田
優
人
（
１
年
１
組
）
、
「５
位
」前
田
祐
希
（３
Ｅ
）、
「７
位
」小
山
晃
平
（１
年
２
組
）▽
６
０
㎏
級
「２
位
」

田
口
学
容
（
１
年
２
組
）
、
「
３
位
」倉
金
幸
輝
（
３
Ｇ
）、
「８
位
」長
田
圭
太
（２
Ｇ
）▽
６
６
㎏
級
「３
位
」
上
野
健
太

（
３
Ｇ
）
、
「
４
位
」
豊
田
勝
弘
（
２
Ｇ
）
、
「
７
位
」
功
刀
卓
臣
（
１
年
２
組
）
▽
７
４
㎏
級
「
３
位
」
山
本
丈
介
（
１
年
２

組
）
、
「
４
位
」
雨
宮
元
輝
（
３
Ｆ
）
、
「７
位
」飯
久
保
翔
太
（１
年
１
組
） 

 

テ

ニ

ス

部  

▽
個
人
戦
【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
「
ベ
ス
ト
６
４
」清
水
尚
也
（３
Ｆ
）、
高
橋
浩
一
（３
Ｅ
）
【女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】「ベ
ス
ト
６

４
」
土
橋
響
（
３
Ｓ
）
、
井
上
玲
奈
（２
Ｓ
）
【女
子
ダ
ブ
ル
ス
】「ベ
ス
ト
３
２
」
井
上
玲
奈
（
２
Ｓ
）
・金
丸
麻
椰
（２
Ｓ
）
▽

団
体
戦
【
男
子
】
齋
木
誠
士
（
３
Ｈ)

、
清
水
尚
也
（
３
Ｆ)

、
五
味
良
太
（
３
Ｆ)

、
田
村
一
斗
（
３
Ｆ)

、
竹
本
匠
吾
（
３

Ｅ)

、
（
一
回
戦
）
農
林 

２
対
１ 

航
空
（
二
回
戦
）
駿
台 

３
対
０ 

農
林 

※
二
回
戦
敗
退 

【女
子
】
石
原
夏
瞳
（
３

Ｈ)

土
橋
響
（
３
Ｓ
）
、
井
上
玲
奈
（２
Ｓ
）、
金
丸
麻
椰
（２
Ｓ
）、
岩
下
彩
菜
（
１
年
４
組
）
、
（二
回
戦
）農
林 

３
対
０ 

北
稜
（
準
々
決
勝
）甲
府
南 

２
対
０ 

農
林 

※
団
体
女
子
は
「ベ
ス
ト
８
」 

 

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

部  

▽
団
体
戦
【
男
子
】
農
林 

０
対
３ 

駿
台 

※
初
戦
敗
退 

▽
個
人
戦
【男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
窪
田
慎
也
（
３
Ｈ
）、
花
輪

紘
正
（
３
Ｅ
）が
二
回
戦
４
対
２
で
駿
台
に
勝
利
、
三
回
戦
は
２
対
４
で
甲
府
南
に
敗
退 

※
「ベ
ス
ト
３
２
」 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部  

【
男
子
】
農
林 

４
３
対
８
９ 

河
口
湖
【女
子
】農
林 

１
１
対
１
４
８ 

上
野
原 

※
初
戦
敗
退 

 

卓

球

部  

▽
団
体
戦
【
男
子
】
農
林 

０
対
３ 

吉
田 

※
初
戦
敗
退
【女
子
】（二
回
戦
）農
林 

３
対
１ 

学
院
、
（準
々
決
勝
）農

林 

０
対
３ 

航
空
、
（
５
～
８
位
順
位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
農
林 

０
対
３ 

甲
府
南
、
（
７
～
８
位
決
定
戦
）
農
林 

１
対
３ 

桂 

※
団
体
女
子
は
「８
位
」 

 

弓

道

部  

▽
団
体
戦
【
男
子
Ａ
】
吉
原
孝
太
朗
（
３
Ｓ
）、
外
川
竜
樹
（３
Ｅ
）、
飯
村
凱
（３
Ｓ
）、
※
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
初
戦
甲

府
一
に
勝
利
、
二
回
戦
に
進
出
す
る
が
巨
摩
Ｂ
に
敗
退
「ベ
ス
ト
８
」
【男
子
Ｂ
】
、
【女
子
】は
予
選
敗
退 

 

剣

道

部  

▽
団
体
戦
【
男
子
】
三
浦
弘
次
朗
（３
Ｅ
）、
菊
池
朋
弥
（２
Ｆ
）、
小
宮
裕
壱
（１
年
４
組
）、
伊
東
京
兵
（１
年
１
組
）、

浅
野
正
貴
（
１
年
１
組
）
、
三
井
大
輔
（１
年
４
組
）、
（一
回
戦
）農
林 

３
対
２ 

笛
吹
（
二
回
戦
）農
林 

０
対
５ 

日

本
航
空 

※
二
回
戦
敗
退 

▽
個
人
戦
【男
子
】
浅
野
吉
揮
（
１
年
５
組
）が
初
戦
２
対
０
で
甲
府
一
に
勝
利
、
二
回

戦
は
１
対
５
で
日
本
航
空
に
敗
退 

 

柔

道

同

好

会  

▽
団
体
戦
【
男
子
】農
林 

２
対
３ 

笛
吹 

※
初
戦
敗
退 

 

 

サ

ッ

カ

ー

部 
 

農
林 

１
対
４ 

甲
府
東 

※
初
戦
敗
退 

い
つ
の
日
か
強
豪
校
に
！
卓
球
部 

卓
球
部
は
現
在
、
男
子
４
名
女
子
７
名
の
計
１
１
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
２
年
生
が
入

学
し
た
と
き
に
は
、
先
輩
が
一
人
も
お
ら
ず
、
廃
部
の
危
機
で
し
た
。
そ
の
と
き
入
部
し
た
部

員
の
中
で
１
年
経
っ
て
残
っ
た
の
が
４
名
で
し
た
。
昨
年
は
人
数
不
足
で
団
体
戦
に
出
場
す
る

こ
と
も
出
来
ず
、
個
人
戦
へ
の
出
場
の
み
で
、
１
年
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
の
春
に
１
年
生

が
入
部
し
、
７
名
も
部
員
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
男
女
と
も
、
県
総
合
体
育
大
会
で

団
体
戦
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
女
子
は
、
経
験
者
の
１
年
生
が
入
っ
た
こ
と

か
ら
戦
力
が
整
い
、
初
戦
と
な
る
２
回
戦
で
山
梨
学
院
附
属
高
校
と
対
戦
し
、
見
事
勝
利
を
収

め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
順
位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

８
位
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
総
体
得
点
１
点
を
獲
得
し
、
大
健
闘
と
言
え
る
結
果
を
残

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
練
習
の
質
な
ど
で
、
向
上
の
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

部
員
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
、
い
ろ
い
ろ
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
数
年
前
に
団
体
戦
で
県
３
位
に
輝
い
た
先
輩
達
の
よ
う
に
、
い
つ
の
日
か
強
豪
校
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

農  林  高  校  新  聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年７月１５日 第２６-１号 

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ 

選
手
権
大
会
優
勝
！ 

 

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
七
日
神
奈
川
県
横
浜
文
化
体
育
館
で
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
三

名
の
生
徒
が
出
場
し
、
二
年
森
林
科
学
科
の
高
橋
三
四
郎
君
が
、
カ
デ
ッ
ト

４
６
㎏ 

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
の
部
で
全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
全
国
大
会
優
勝
は
農
林
高
校
に
と
っ
て
初
め
て
の
快
挙
で
あ
り
、
高
橋

君
は
七
月
に
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
ロ
バ
キ
ア
で
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手

権
へ
日
本
代
表
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
も
決
定
し
ま
し
た
。
保
坂
甲
斐
市
市

長
を
は
じ
め
、
多
く
方
々
か
ら
祝
福
と
激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
本
大

会
で
も
日
本
代
表
、
農
林
高
校
代
表
の
誇
り
を
持
っ
て
戦
っ
て
く
れ
る
事
を

願
い
ま
す
。 

地
味
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
！
テ
ニ
ス
部 

農
林
高
校
テ
ニ
ス
部
は
、
す
で
に
三
年
生
が
引
退
し
男
子
九
名
、
女
子
五
名
の
計
一
四
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
何
度
と
な
く
部
員
不
足
に
陥
り
、
様
々
な
危
機
を
乗
り
越
え

て
き
た
部
活
だ
か
ら
な
の
か
、
伝
統
的
に
部
員
相
互
の
仲
間
意
識
は
非
常
に
高
く
、
練
習
も
毎

日
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
試
合
で
は
モ
ー
ド
が
変
わ
り
、
ど
の
部
員
も
真
剣
に
ゲ

ー
ム
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
雰
囲
気
の
い
い
部
活
で
す
。
今
年
度
は
す
で
に
県
総
体
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
を
終
え
ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
男
女
と
も 

ベ
ス
ト
８
を
目
標
に
戦
い
、
県
総
体
で
は
、
女
子
が
団
体
戦
ベ 

ス
ト
８
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
校
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙 

で
す
。
男
子
は
惜
し
く
も
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ 

ん
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
ゲ
ー
ム
に
臨
む
姿
に
は
心
を
打
た
れ 

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
引
退
し
た
三
年
生
の
姿
を
追
い
か
け
、
成 

長
す
る
部
員
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま 

す
。
部
員
の
現
在
の
共
通
目
標
は
、
無
駄
な
練
習
を
せ
ず
一
球 

一
球
を
大
切
に
す
る
、
試
合
後
に
後
悔
し
な
い
試
合
を
す
る
た 

め
に
一
生
懸
命
足
を
動
か
す
、
常
に
先
を
考
え
準
備
す
る
で
す
。 

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
応
援
よ 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
文
武
両
道
も
目
指
し
て
い
ま
す
！ 

甘
利
山
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
～
植
物
研
究
部 

野
生
植
物
を
生
徒
達
に
見
せ
た
く
て
甘
利
山
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
６
年
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
春
の
草
刈
り
に
続
き
、
６
月
２
１
日
に
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
観
察
に
行
き
ま
し
た
。 

甘
利
山
の
山
頂
付
近
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
群
落
と
草
原
が 

広
が
っ
て
お
り
、
年
配
者
に
は
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
が
、
若 

者
に
は
い
ま
い
ち
。
そ
の
た
め
か
、
生
徒
を
連
れ
て
行
く
と
地 

元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
甘
利
山
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
親
切
に
し
て 

く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
部
員
達
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
正 

直
な
と
こ
ろ
心
配
で
す
。
山
に
植
物
を
見
に
行
く
よ
り
も
、
カ 

ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
方
が
楽
し
い
と
い
う
生
徒
の
方 

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
甘
利
山
倶
楽
部
の
小
林
さ 

ん
は
言
い
ま
す
。「
今
は
楽
し
く
な
く
て
も
、
い
つ
か
思
い
出
し 

て
遊
び
に
来
て
く
れ
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
よ
。」
私
も
若
い 

頃
は
、
植
物
や
山
に
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
の
中
に 

原
風
景
と
し
て
残
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
、
今
年
も
部
員
達
を 

連
れ
て
甘
利
山
か
ら
眺
め
ま
す
。 

山
梨
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
！ 

陸
上
部
ハ
ン
マ
ー
投
げ 

２
Ｆ
栄
野
比
ホ
セ
君 

 

農
林
高
校
陸
上
部
は
長
距
離
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
部

の
最
大
の
目
標
は
１
２
月
に
行
わ
れ
る
全
国
高
校
駅
伝
に
出
場
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
部
員
は
毎
日
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
陸
上
部

は
長
距
離
だ
け
で
は
な
く
投
擲
も
少
な
い
人
数
で
す
が
毎
日
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
１
人
、
栄
野
比
ホ
セ
君
は
５
月
に
行
わ
れ
た
高
校
総

体
で
優
勝
し
関
東
大
会
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
６
月
１
９
日
神
奈
川
県
で

行
わ
れ
た
関
東
大
会
は
県
外
の
強
豪
選
手
に
も
負
け
る
こ
と
な
く
素
晴
ら

し
い
投
擲
を
見
せ
ま
し
た
。
１
投
目
で
県
大
会
の
記
録
を
４
ｍ
上
回
る
５
０

ｍ
を
投
げ
、
２
投
目
以
降
も
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
記
録
を
５
２
ｍ
ま
で
伸

ば
し
ま
し
た
。
６
位
ま
で
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
得
る
の
で
す
が
最

終
投
擲
の
順
位
は
７
位
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
得
ら
れ
る
順
位
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
迎
え
た
最
終
投
擲
で
勝
負
強
い
素
晴
ら
し
い
投
擲

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
６
位
を
５
ｃ
ｍ
、
５
位
を
１
ｃ
ｍ
上
回
る
５
２
ｍ

９
３
ｃ
ｍ
と
自
己
ベ
ス
ト
を
６
ｍ
以
上 

上
回
る
記
録
を
出
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ 

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
今
年
の 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
７
月
３
０
日
～
８
月 

３
日
の
５
日
間
に
山
梨
県
で
行
わ
れ
ま 

す
。
栄
野
比
ホ
セ
君
も
「
イ
ン
タ
ー
ハ 

イ
で
は
８
位
入
賞
で
き
る
よ
う
に
こ
れ 

か
ら
も
練
習
を
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強 

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
一
番
の 

勝
負
強
さ
を
発
揮
し
、
全
国
８
位
入
賞 

と
い
う
目
標
を
達
成
し
て
く
れ
る
と
信 

じ
て
い
ま
す
。 


